
2016年度から始まった東工大の新しいカリキュラムも今年で４年目を迎えました。理工系大学におけるリベラル
アーツ教育は、いかにあるべきなのでしょうか？池上彰特命教授の司会のもと、 

マサチューセッツ工科大学(MIT)の事例報告も交えつつ、これまでの成果と課題を議論します。

M I T
TOKYO Tech

リ  ベ  ラ  ル  ア  ー  ツ  の  最  先  端

10/16 
 Wed. 
 18:00－20:00 
  (17:30 open) 

問合せ：リベラルアーツ研究教育院文系教養事務 
03－5734－7689（平日9:30－16:00）ilasym@ila.titech.ac.jp

日時：10月16日（水）　18:00－20:00（17:30開場） 
東京工業大学大岡山キャンパス西9号館２階ディジタル多目的ホール 

対象：本学学生、教職員 (予約不要、無料) 

ディジタル多目的ホール

池上彰特命教授 
(ILA)

上田紀行教授 
(リベラルアーツ研究教育院長, 

 文化人類学)
和田雄二教授 

(物質理工学院長, 応用化学)
伊藤亜紗准教授 

(ILA, MIT客員研究員, 芸術)

主催：リベラルアーツ研究教育院　

&


